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FY2022/2022年度

背景・課題・目標

応用

公開データ

全９タスク

構造化とは

タスク 学習データ システム出力

日本語分類 920,444ページ 5システム
1,286,205ページ

多言語(30言語)
分類 5,029,617ページ 12システム

32,555,929ページ

属性値抽出 19,711ページ
910,567属性値

13システム
6,089,547属性値

リンク 2453ページ
80,600リンク 準備中

タスク名 タスク 言語 詳細
2018 属性値抽出 日本語 5カテゴリー
2019 属性値抽出 日本語 35カテゴリー

2020-JP 属性値抽出 日本語 78カテゴリー
2020-ML 分類 30言語

2021-LinkJP リンク 日本語 7カテゴリー
2021-ML 分類 30言語

2022
分類

属性値抽出
リンク

日本語 全(178)カテゴリー

各ページを分類
文章から属性値を抽出

属性値をページにリンク

2023年は、過去のデータを元に最新のWikipediaを構
造化するタスクを実施。更新問題の解決を目指す

人間が読むために
書かれたWikipediaを
知識グラフ化する

深層学習過程の可視化は説明ではなく解釈でしかない
説明構築のためには世界知識や常識が計算機にも必要

Wikipediaは膨大な世界知識だが、人間が読むために
作られており、計算機はそのまま利用できない。

DBPediaやWikidataは計算機利用を考えた構造化知識だが、
情報が汚く、NLP応用には耐えられない

Wikipediaを、整理された知識構造（拡張固有表現）に
当てはめ、計算機利用可能な構造化データを構築する

評価WSを通して協働で知識作成
Resource by Collaborative ContributionResource by Collaborative Contribution Since 2017

構築された知識は公開し、ブートストラップやアンサンブル
学習などを通して、さらに良い知識としていく

３ステップ（タスク）
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